
 

  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視
点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 21日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月５日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

①再編成した教育

課程に基づき、よ

り良い授業づく

り、実践を行う 

②児童・生徒一人

ひとりの自立と社

会参加を目指す小

学部・中学部・高

等部の学習内容の

精選を行う 

①カリキュラム・マネ

ジメントを推進し、身

につけさせたい力を明

確にした指導計画を立

て、ねらいを明確にし

た授業を実践・改善す

る 

②自立と社会参加のた

めに必要な資質と能力

の育成を目指し、小・

中・高での学びの系統

性・連続性を意識した

学習内容の精選を図る 

①「カリキュラム・マ

ネジメント要綱」及び

「個別の教育支援計画

作成マニュアル」を活

用し、計画・実践・評

価・改善のサイクルに

よる授業の充実を図る 

②小・中・高の学部

間、部門間の連携をさ

らに進め、教育活動の

目標設定や学習内容の

系統性・連続性を踏ま

えた整理を行う 

①身につけさせたい

力を明確にした指導

計画により、何がで

き るよ うに なる の

か、何を学ぶか、ど

のように学ぶか、を

押さえた授業実践と

改善が行われたか 

②学びの系統性・連

続性を意識した教育

活動の目標設定によ

り、段階的な学習内

容の再構築が図られ

たか 

①身につけさせたい力

を明確にした指導計画

や授業案が立てられ、

ねらいを明確にした授

業実践と改善が行われ

た 

②自立と社会参加を目

指した授業づくりをテ

ーマに研究を進め、学

部部門間の「コラボ授

業」をはじめとした小

中高の連携が進展した 

①より良い授業づく

り、実践を行うにあ

たり、1 人 1 台端末に

よるＩＣＴ活用をど

のように図っていく

かが課題である 

②学部部門間交流を

持続可能な取組とし

て充実させると共に

学びの系統性を整理

していくことが必要

である 

ＩＣＴは子どもたち

にとって有効なツー

ルであり、教員も乗

り遅れないように努

力が必要 

保護者アンケート 

令和６年１月実施

「個別教育計画が授

業や指導内容、進路

指導の改善に活用さ

れている」 

よくあてはまる 71%

ややあてはまる 25% 
合計 96％の高評価 

成果：身につけさ

せたい力を明確に

した指導計画や授

業案が立てられ、

ねらいを明確にし

た授業実践と改善

が行われ、学びの

系統性・連続性を

意識した教育活動

が進展した 

課題：1人 1台端末

によるＩＣＴ活用

を推進する 

・1 人 1 台端末

の整備・利活用

を促進し、ＩＣ

Ｔを活用した授

業を実践する 

・自立と社会参

加を見据えた学

びの系統性・連

続性を整理、精

選し「コラボ授

業」などの小中

高の連携を一層

進展させる 

２ 

児
童
・
生
徒
指
導
・
支
援 

①アセスメントに

基づくエビデンス

のある指導・支援

を実践する 

②保護者、専門職

等との連携を図

り、チーム力を活

用した指導・支援

を実践する 

また、医療的ケア

の安全な実施を推

進する 

①アセスメントを全校

レベルで計画的に実施

し、評価を活用した指

導計画と授業実践を定

着させる 

②医療的ケアをはじめ

とする教育活動の安全

な実施と事故防止に向

けて、保護者の理解と

協力を得ながら、チー

ム力を発揮した安全体

制を構築する 

また摂食指導の意識を

高め、より良い給食指

導に取り組む 

①アセスメント及びエ

ビデンスに関する研修

を重ね、その意義と活

用について共通理解を

図る 

②各種マニュアルの再

確認と改訂作業を重ね

ながら、関わるスタッ

フの安全意識と協力体

制を深化させ、事故が

起きない環境を整えて

いく 

専門職と連携し、実態

と課題に応じた摂食指

導の検討や研修を行う 

①アセスメントを活

用して指導計画を立

て、その計画を実行

した結果の児童・生

徒の変容を評価し計

画の改善に生かせた

か 

②わかりやすいマニ

ュアルになるよう改

訂を重ね、ヒューマ

ンエラーを抑止する

チーム力の発揮によ

り、安心安全な教育

活動が実施できたか 

配慮食や摂食指導の

改善が進み、給食の

指導力が向上したか 

①アセスメントのスケ

ジュール化によりほぼ

全児童生徒に実施する

とともに、アセスメン

トに関する研修を重ね

指導計画に反映させた 

②医療的ケアをはじめ

とした各種のマニュア

ルや書式の改善が推進

され、安心安全な教育

活動が実施できた 

専門職との連携により

摂食評価に基づく配慮

食や摂食指導の改善が

進んだ 

①アセスメントを全

校レベルでとってい

くことは定着しつつ

あるが、指導・支援

での有効活用が課題

である 

②あらゆる教育活動

の場面でチーム力を

活用した指導・支援

を 実 施す ると とも

に、チーム力を発揮

することでヒューマ

ンエラーを抑止し安

心安全を確立してい

く必要がある 

医療的ケア等に係る

ヒヤリハット・アク

シデントを教員が情

報共有し、事故防止

に努めていること、

また医ケア保護者会

でも公表されている

ことは評価できる 

再発防止策について

も保護者等にバック

してほしい 

 

成果：アセスメン

トはほぼ全児童生

徒に実施、マニュ

アルや書式の改善

が推進され、チー

ム力による安心安

全な教育活動が実

施できた 

課題：アセスメン

ト結果を踏まえた

指導・支援計画に

より、授業実践・

教育活動でのアセ

スメントの有効活

用を図る 

・関係者の連携

によるチーム支

援により、教育

活動を効果的に

推進するととも

に、チーム力を

発揮した安全体

制を構築する 

・「アセスメン

ト活用のお助け

ツール」を活用

し適時適切なア

セスメントを実

施、アセスメン

トの活用による

個別最適な指

導・支援を行う 



 
視
点 

４年間の目標 

１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 21日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月５日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①関係機関と連携

し、自立と社会参

加をめざす進路指

導・支援の充実を

図る 

 

①高等部段階での進路

のマッチングを充実さ

せるとともに、自立と

社会参加のためのスキ

ルアップを小中学部の

早い段階から図ってい

く 

①全校の保護者向け、

また職員向けの進路研

修会、説明会、見学会

などを実施し、系統

性・連続性のある進路

指導・支援の充実を図

る 

①各学部への進路情

報提供の充実が図ら

れ、研修会・見学会

等への参加者範囲の

拡大がみられたか 

①全保護者対象に進路

見学会や説明会を実施

し、卒業後の就労や生

活についての理解を深

める機会をもったが、

小中学部の参加者は 1

割とまだ少ない 

①関係機関との連携

を図りながら、就労

だけではなく生活面

での支援につながる

連続性のある進路指

導・支援の充実を図

る 

センター的機能の中

で、進路に向けた研

修を地域の特別支援

学級の保護者も対象

とできるような学び

の機会も検討しても

らえるとよい 

成果：進路のマッ

チングが図られた 

課題：就労だけで

はなく生活面での

支援につながる連

続性のある進路指

導・支援の充実を

図る必要がある 

・関係機関との

連携を一層図り

ながら、就労だ

けではなく生活

面での支援につ

ながる連続性の

ある進路指導・

支援の充実を図

る 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①共生社会の実現

に向け、地域や関

係機関等との連携

により児童・生徒

の社会貢献を促

し、自己有用感を

育成する 

②センター的機能

のめざすべき新た

な方向性の検討と

諸機関の連携によ

る実践を推進する 

また、効果的なコ

ミュニティ・スク

ールの実践的検証

を行う。 

①「地域を第２の教室

に」構想の質を見直

し、地域活動の取組を

継続、深化させ、児

童・生徒の社会貢献を

促進し、自己有用感を

育成する 

②地域の小学校との人

的交流の継続を軸に、

インクルパートナーシ

ップの深化と拡大を促

進する 

共生社会推進協働本部

と連携を取りながら、

地域とのつながりを構

築していく 

①地域活動の質を高め

ていくために児童・生

徒に身につけさせたい

力を明確にして持続可

能な活動に取り組んで

いく 

②インクルーシブな学

校づくりに向けて広く

共通理解を図り協働意

識の醸成を図る 

協働本部を持続可能な

ハブ機関として連携を

取りながら、地域活動

に本格的に取り組んで

いく 

①教育課程に位置付

けられた地域での学

習 活動 によ り、 児

童・生徒の社会貢献

を促進し、自己有用

感を高められたか 

②地域の小学校との

人 的交 流を 要と し

て、持続的・発展的

なインクルーシブな

学校づくりを促進で

きたか 

協働本部との連携に

よる地域活動の幅が

広がり、相互に充実

した取組ができたか 

①地域の学校や公園、

施設等での清掃活動や

サービス活動により、

地域の人や社会に貢献

することで達成感や有

用感を得ることができ

た 

②人的交流を基軸とし

たインクルパートナー

シップにより、インク

ルーシブな学校づくり

への共通理解と協働意

識の醸成が図られた 

協働本部との連携によ

る地域活動の幅が広が

り、相互に充実した取

組ができた 

①活動場所によって

は移動に時間が費や

されるなどの課題も

あり、効果的な地域

活動の在り方を検討

し取組の質を深化さ

せていく必要がある 

②関係機関との連携

を深めながらセンタ

ー的機能を発揮し、

共生社会の実現に向

けた挑戦に取り組む 

協働本部との新たな

連携を充実・深化さ

せ、地域に開かれ地

域と共に歩む学校を

つくる 

地域の学校における

インクルーシブ推進

をセンター的機能と

するならば、人的交

流を行った小学校に

対しては大きな働き

をした 

今後は人的交流終了

後の小学校を含めた

地域の小中学校への

関わり方を具体的に

計画する必要がある 

「インクルハブ湘

南」等との取組の進

展と成果は高く評価

することができる 

成果：地域の関係

機関や協働本部等

との連携により地

域活動の取組が進

展し、センター的

機能を発揮したイ

ンクルーシブな学

校づくりに一定の

成果を生んだ 

課題：地域におけ

るセンター的機能

を発揮し、インク

ルーシブな学校づ

くりを持続的に推

進するとともに、

地域活動の質を深

化させる 

・協働本部等の

関係機関との連

携の充実による

「地域を第２の

教室に」構想 

の新たな展開を

検討し、地域活

動の深化を図る 

・インクルパー

トナーシップの

新たな関係を構

築しながら、セ

ンター的機能の

発揮による地域

の共生社会実現

に寄与する 

 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

①教員の人格的資

質および専門性の

向上を図る 

②安全で安心でき

る校内体制の整備

を推進する 

また、実践的な防

災のあり方検討と

訓練等を実施する 

①全教員が授業公開・

授業改善に取り組み、

授業力・指導力の向上

に努める 

②安心・安全な教育環

境を提供するため、特

に防災訓練においては

災害対応能力を向上さ

せる取組を行う 

①学校公開や授業参観

にも積極的に取り組

み、開かれた学校を再

構築しながら授業力・

指導力の向上を図る 

②発災時を想定した定

期的な防災訓練を積み

重ね、避難所開設訓練

を生徒参加で行うな

ど、より実践的な防災

訓練に取り組む 

①指導立案から授業

実践、評価、改善に

チームで取り組み、

自身の授業力・指導

力を向上させること

ができたか 

②あらゆる事態を想

定した災害時の対応

が準備できているか 

①教員アンケートの

「自身の指導力は向上

したと感じる」割合が

４月の 51％から 12月は

82％と増加し向上が実

感された 

②小中学部では防災隊

の活動を中心に防災学

習に継続的に取り組

み、高等部でも防災宿

泊や防災校外学習を重

ねている 

①年次研修を含めエ

ントリーして授業公

開した教員は４割程

度に留まったので、

さらに積極的な公開

を促進する 

②巨大地震や富士山

噴火などあらゆる災

害を想定し防災体制

を強化していく必要

がある 

教員がお互いに授業

を見合うことのでき

る環境づくりが必要

ではないか 

保護者アンケート 

「教員は専門性の向

上に努力し、より良

い指導を実践してい

る」 

よくあてはまる 69%

ややあてはまる 25%

合計 94％の高評価 

成果：多くの教員

が授業力・指導力

の向上を図ること

ができた 

課題：あらゆる災

害を想定した防災

体制を強化してい

く必要がある 

働きがいのある職

場づくりのための

業務の効率化を推

進する必要がある 

・あらゆる災害

を想定した防災

体制の強化を促

進し、対応マニ

ュアルの整備や

必要な訓練を実

施し有事に備え

る 

・さまざまな面

での働き方改革

を促進し、業務

改善を図る 

 


